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厚
生
労
働
省
が
二
月
二
一
日
に
発
表
し
た

二
○
一
二
年
の「
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
」

に
よ
る
と
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
い
て
い
る
人

の
残
業
代
な
ど
を
除
く
平
均
給
与
は
前
年
比

○
・
三
％
増
の
二
九
万
七
七
○
○
円
と
な
り
、

三
年
連
続
で
前
年
の
賃
金
を
上
回
っ
た
こ
と

が
わ
か
っ
た
。

　

女
性
の
給
与
は
同
〇
・
五
％
増
の
二
三
万

三
一
○
○
円
で
過
去
最
高
。
男
性
の
給
与
を

一
○
○
と
し
た
場
合
の
女
性
の
給
与
は
約
七

○
と
な
り
、
こ
の
二
○
年
間
で
男
女
の
格
差

が
も
っ
と
も
縮
小
し
た
。

　

調
査
は
一
○
人
以
上
の
常
用
労
働
者
を
雇

用
す
る
事
業
所
六
万
四
六
一
○
事
業
所
を
対

象
に
二
○
一
二
年
六
月
分
の
所
定
内
給
与

（
毎
月
支
払
わ
れ
る
給
与
か
ら
時
間
外
労
働
、

深
夜
労
働
、
休
日
労
働
な
ど
に
対
す
る
手
当

を
差
し
引
い
た
額
で
、
所
得
税
な
ど
を
控
除

す
る
前
の
額
）
に
つ
い
て
聞
い
た
も
の
。
四

万
九
二
三
○
事
業
所
か
ら
回
答
が
あ
っ
た
。

男
女
間
の
賃
金
格
差
が
過
去
最
少
に

　

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
月
額
賃
金
の
平
均

は
男
女
計
で
二
九
万
七
七
○
○
円
と
な
り
、

前
年
を
○
・
三
％
上
回
っ
た
。
東
日
本
大
震

災
後
の
復
興
需
要
を
反
映
し
て
の
も
ち
直
し

が
う
か
が
え
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

男
女
別
で
は
、
女
性
が
同
○
・
五
％
増
の

二
三
万
三
一
○
○
円
と
な
り
、
現
行
調
査
を

は
じ
め
た
一
九
七
六
年
以
降
で
最
高
と
な
っ

た
。厚
生
労
働
省
は
そ
の
要
因
に
つ
い
て「
女

性
の
高
学
歴
化
が
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
」
と
分
析
し
て
い
る
。

　

一
方
、
男
性
の
賃
金
は
同
○
・
二
％
増
の

三
二
万
九
○
○
○
円
と
な
っ
た
。
男
性
の
賃

金
を
一
○
○
と
し
た
場
合
の
女
性
の
賃
金
は

七
○
・
九
と
な
り
、
両
者
の
格
差
は
過
去
最

少
を
記
録
し
た
。

　

学
歴
別
で
は
、
男
性
は
大
学
・
大
学
院
卒

が
前
年
比
○
・
二
％
減
の
三
九
万
八
六
○
○

円
、
高
卒
で
同
○
・
二
％
減
の
二
八
万
五
七

○
○
円
と
い
ず
れ
も
前
年
を
下
回
っ
た
。
こ

れ
に
対
し
、
高
専
・
短
大
卒
は
同
○
・
九
％

増
の
三
○
万
三
八
○
○
円
と
わ
ず
か
に
前
年

を
上
回
っ
て
い
る
。

　

女
性
は
大
学
・
大
学
院
卒
が
同
○
・
二
％

減
の
二
八
万
二
七
○
○
円
と
前
年
を
下
回
っ

た
が
、
高
専
・
短
大
卒
は
同
○
・
四
％
増
の

二
四
万
六
三
○
○
円
、高
校
卒
が
同
○
・
四
％

増
の
二
○
万
四
○
○
円
と
前
年
を
上
回
っ
た
。

　

入
社
直
後
の
二
○
～
二
四
歳
の
賃
金
を
一

○
○
と
し
て
、
各
年
齢
階
級
間
の
賃
金
格
差

を
比
較
す
る
と
、
ピ
ー
ク
と
な
る
の
は
、
男

性
の
場
合
、
大
学
・
大
学
院
卒
で
五
○
～
五

四
歳
の
二
四
六
、
高
専
・
大
卒
で
五
五
～
五

九
歳
の
二
一
二
、
高
卒
で
五
○
～
五
四
歳
の

一
八
○
だ
っ
た
。

　

他
方
、
女
性
は
、
大
学
・
大
学
院
卒
で
六

五
～
六
九
歳
の
二
○
二
、
高
専
・
短
大
卒
で

五
〇
～
五
四
歳
、
五
五
～
五
九
歳
の
一
四
五
、

高
校
卒
で
四
五
～
四
九
歳
の
一
二
四
だ
っ
た
。

　

企
業
規
模
別
に
み
る
と
、
男
性
は
常
用
労

働
者
一
○
○
○
人
以
上
の
大
企
業
で
前
年
比

一
・
四
％
減
の
三
八
万
六
○
○
円
、
一
○
○

人
以
上
九
九
九
人
以
下
の
中
企
業
は
で
同

○
・
一
％
増
の
三
一
万
六
五
○
○
円
、
一
○

人
以
上
九
九
人
以
下
の
小
企
業
で
は
同
○
・

一
％
減
の
二
八
万
二
二
○
○
円
と
な
っ
た
。

　

女
性
で
は
、
大
企
業
が
同
一
・
八
％
減
の

二
五
万
八
一
○
○
円
、中
企
業
が
同
○
・
三
％

増
の
二
三
万
一
七
○
○
円
、小
企
業
が
同
一
・

○
％
増
の
二
一
万
二
○
○
円
と
な
っ
た
。
男

性
は
中
企
業
が
前
年
比
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
の

に
対
し
、
女
性
は
中
企
業
と
小
企
業
で
前
年

を
上
回
っ
た
。

　

大
企
業
の
賃
金
を
一
○
○
と
し
た
場
合
、

中
企
業
の
賃
金
は
男
性
で
八
三
、
女
性
で
九

○
、
小
企
業
は
男
性
で
七
四
、
女
性
で
八
一

と
な
っ
て
い
る
。

男
性
の
賃
金
ピ
ー
ク
は
五
○
歳
台

　

賃
金
が
ピ
ー
ク
と
な
る
年
齢
階
級
を
企
業

規
模
別
に
み
る
と
、
男
性
で
は
、
入
社
直
後

の
二
〇
～
二
四
歳
の
賃
金
を
一
〇
〇
と
し
て
、

大
企
業
が
五
○
～
五
四
歳
で
二
四
八
、
中
企

業
は
五
○
～
五
四
歳
で
二
○
二
、
小
企
業
は

五
五
～
五
九
歳
で
一
七
○
だ
っ
た
。
女
性
で

は
、
大
企
業
が
五
○
～
五
四
歳
で
一
四
六
、

中
企
業
が
四
○
～
四
四
歳
で
一
三
四
、
小
企

業
が
四
五
～
四
九
歳
で
一
三
一
と
男
性
に
比

べ
て
賃
金
カ
ー
ブ
が
緩
や
か
に
な
っ
て
い
る
。

　

産
業
別
で
は
、
男
性
の
場
合
、「
金
融
業
、

保
険
業
」
が
四
六
万
五
三
○
○
円
と
も
っ
と

も
高
く
、
こ
れ
に
「
教
育
、
学
習
支
援
業
」

の
四
四
万
二
四
○
○
円
、「
情
報
通
信
業
」
の

四
一
万
六
八
○
○
円
が
続
い
た
。
も
っ
と
も

低
か
っ
た
の
は
「
サ
ー
ビ
ス
業
（
他
に
分
類

さ
れ
な
い
も
の
）」
の
二
六
万
二
六
○
○
円

だ
っ
た
。

　

女
性
で
は
、「
教
育
、
学
習
支
援
業
」
が
三

一
万
五
○
○
円
と
も
っ
と
も
高
か
っ
た
。
次

い
で
「
情
報
通
信
業
」
の
三
○
万
一
七
○
○

円
、「
学
術
研
究
、専
門
・
技
術
サ
ー
ビ
ス
業
」

の
二
七
万
七
二
○
○
円
の
順
と
な
っ
た
。
一

番
低
か
っ
た
の
は
「
宿
泊
業
、
飲
食
サ
ー
ビ

ス
業
」
の
一
八
万
八
一
○
○
円
だ
っ
た
。

　

雇
用
形
態
別
の
賃
金
を
み
る
と
、
正
社
員

が
前
年
比
一
・
三
％
増
の
三
一
万
七
○
○
○

円
だ
っ
た
の
に
対
し
、
非
正
社
員
は
同
○
・

三
％
増
の
一
九
万
六
四
○
○
円
だ
っ
た
。

　

男
女
別
で
は
、
男
性
の
場
合
、
正
社
員
が

同
一
・
二
％
増
の
三
四
万
三
八
○
○
円
だ
っ

た
の
に
対
し
、
非
正
社
員
は
同
一
・
七
％
減

の
二
一
万
八
四
○
○
円
。
一
方
、
女
性
は
正

社
員
が
同
一
・
四
％
増
の
二
五
万
二
二
○
○

円
だ
っ
た
の
に
対
し
、
非
正
社
員
は
同
一
・

五
％
増
の
一
七
万
四
八
○
○
円
と
な
っ
た
。

　

正
社
員
の
賃
金
を
一
○
○
と
し
た
場
合
の

非
正
社
員
の
賃
金
は
六
二
と
依
然
大
き
な
格

差
が
み
ら
れ
た
。
男
女
別
で
は
、
男
性
で
六

四
、
女
性
で
六
九
と
女
性
の
ほ
う
が
格
差
が

小
さ
い
。

　

短
時
間
労
働
者
の
一
時
間
あ
た
り
の
賃
金

は
、
男
性
が
前
年
比
○
・
二
％
増
の
一
○
九

四
円
、
女
性
が
同
一
・
三
％
増
の
一
○
○
一

円
と
男
女
と
も
過
去
最
高
を
記
録
し
た
。

（
調
査
・
解
析
部
）
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女
性
の
給
与
が
過
去
最
高
に
―
厚
労
省
「
賃
金
構
造
統
計
基
本
調
査
」




